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1 マザリーズとは「まだ十分に話すことのできない乳幼児に対して、母親など養育者が＜
語りかける言葉＞」であり、1970 年代にアメリカで生まれた造語であるが、近年は話者を
母親に限定しない配慮から「乳児への語りかけ音声 Infant Directed Speech」(IDS)として
































































































音声行動の顕在化を認めた P. E. マッカーノン（1989）、乳児の前言語的な音声を「こと
ば」と「うた（声による音楽）」とが別々に発達していく前の共通の道筋であるとし、その
























































































































































































































































































































































































 観察の対象は以下の 6 園に在籍する幼児である。 
（１） A 幼稚園（国公立、東京都） 
観察期間： 2002 年 7 月～2006 年 3 月、計 62 日間。 
観察時間帯：午前 9 時‐午後 2 時。 
総観察時間：約 310 時間。 
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（２） B 保育園（私立、認可外、千葉県） 
観察期間：2003 年 7 月、計 8 日間。 
観察時間帯：午前 8 時 30 分‐午後 6 時。 
総観察時間：約 76 時間。 
（３） C 幼稚園（私立、東京都） 
観察期間：2002 年 11 月～2003 年 11 月、計 11 日間。 
観察時間帯：午前 9 時‐午後 2 時。 
総観察時間：約 55 時間。 
（４） D 幼稚園（国公立、静岡県） 
観察期間：2011 年 9 月～2013 年 3 月、計 10 日間。 
観察時間帯：午前 9 時－午後 1 時 30 分。 
総観察時間：約 45 時間。 
（５） E 保育園（私立、認可、静岡県） 
観察期間：2013 年 2 月～3 月、計 5 日間。 
観察時間帯：午前 9 時－11 時 30 分、午後 3 時－5 時。 
総観察時間：約 12 時間。 
 









                                                   
2 Spradley(1980)の 5 つの分類とは以下の通りである。「完全な参与（Complete 
Participation）」「積極的参与（Active Participant）」「適度な参与（Moderate Participation）」
「受動的参与（Passive Participant）」「参与せず（Nonparticipation）」 









合いを通じて決定した。A 幼稚園および B 保育園、C 幼稚園においては、Spradley の 5
段階の中では、フィールドでの役割を持ちながら観察する、「積極的参与（Active 
Participant）」の立場を取ることとし、1 回の観察は、幼児が登園してから降園するまで
とし、昼食の時間も幼児と一緒に過ごすことにした｡D 幼稚園および E 保育園においては、
「受動的参与（Passive Participant）」の立場をとり、幼児に話しかけられた時と幼児が
危険に直面した時にだけ反応することとした。 












































































は、1 事例として扱った。その後、それらを 1 事例ずつ B6 版のカードに記入した。収集
した事例の総数は 51 事例である。本論文ではその内、事例にいたった前後関係および対
象幼児についての情報を得ることのできた 41 事例を取り上げる。観察対象園ごとの事例






【表 1 観察対象園ごとの事例数】 
観察対象園 事例数（件） 
A 幼稚園 17 
B 保育園 9 
C 幼稚園 1 
D 幼稚園 9 
E 保育園 5 
合計 41 
 
幼児の年齢ごとにみた事例数は表 2 の通りである。なお、3 歳児クラスの在籍幼児の年
齢幅は 3～4 歳、4 歳児クラスの在籍幼児の年齢幅は 4～5 歳、5 歳児クラスの在籍幼児の
年齢幅は 5～6 歳となるが、事例中の記載はすべてクラス年齢である。 
 
【表 2 幼児のクラス年齢ごとの事例数】 
クラス年齢 事例数（件） 
3 歳児 8 
4 歳児 16 























視点として用いることとした。遊びの参加人数ごとにみた事例数は表 3 の通りである。 
 
【表 3 遊びの参加人数ごとの事例数】 
遊びの参加人数 クラス年齢 事例数（件） 
1 人 3 歳児 3 
 4 歳児 7 
 5 歳児 3 
 異年齢混合 0 
2 人以上 3 歳児 6 
 4 歳児 10 
 5 歳児 13 












































































































































































【譜例 2 《金魚のひるね》 歌われた部分】 
 
























































節目から「きこえてくるよ」と歌詞で歌う。続けて「グワ グワ グワ グワ ゲロゲロ
ゲロゲロ グワ グワ グワ」と最後まで歌う。③またハミングで最初から歌う。今度は
一節目だけを 2 回繰り返す。だんだんハミングする声が小さくなり、そのうち消える。 
































































（B 保育園 2003 年 7 月 28 日 午前 11 時頃 天気；晴れ） 
 
① 歌について 



















【譜例 5 《かえるの歌》 歌われた部分】 
 
② 対象児について 













































































































いた。以下、ひかりが叩いた和太鼓のリズムを譜例 1～3 に示す。 
 
【譜例 6 《かえるの歌》】 
 
【譜例 7 《むすんでひらいて》】 
 







































【事例 6《どんぐりころころ》 4 歳児】 






























まなみ「じゃあもう一回ね」と言って再び 3 人で《どんぐりころころ》の一番を歌う。 






り上げられたことはないが、1 年前の 3 歳児クラスの時に一斉歌唱の題材となったことが




















も、この 2 つの幼児にとっての意味には差があると言える。 
 
【譜例 9 《どんぐりころころ》歌われた部分】 
 
② 対象児について 



























































































































（B 保育園 2003 年 7 月 29 日 午後 13 時頃 天気；雨のちくもり） 
 
【譜例 11  ひかりの歌】 
 
【譜例 12 《おはながわらった》 冒頭】 
 

























本事例の対象児ひかりは事例 5 および事例 10 に登場するひかりと同一人物である。ひ
かりとほのかは年齢が違うこともあり、普段特に一緒に遊ぶ姿がよくみられるわけではな
い。ほのかは 5 歳児の他の 2 人の女児と共に、この時広告紙で剣を作っていた。ほのかは























































【譜例 14 《こいのぼり》 歌われた部分】 
 
② 対象児について 



























































その後、⑧本を閉じて《1 本と 1 本で》の手遊びを始める。「♪始まるよったら始まる
よ 始まるよったら始まるよ 3 と 3 でおひげー おひげー ペンペンペン」と両手の
指を 3 本ずつ出して頬に当てる。続けて⑨「♪始まるよったら始まるよ 始まるよった
ら始まるよ 4 と 4 で…お化け！！」と両手の指を 4 本ずつ出して手首を曲げ、お化け










た たぬき きつね ねこ」と歌い出す。⑬途中で絵本をめくるのをやめ、手遊びを付け
ながら歌い出す。1 番まで歌い終わる。 



























 【譜例 15 《お化けなんてないさ》 歌われた部分】 
 
 【譜例 16 《こぶたぬきつねこ》 歌われた部分】 
 
② 対象児について 



























































































































































パカ走る パカパカ走る パカパカ走る」という一節を何度も繰り返し歌う。 






















































【事例 12 《かえるのぴょんた》 3 歳児】 
幼稚園、午前中の自由遊びの時間、3 歳のみのりはひとりで保育室から園庭に続く縁







































































































































































































































































































































































































































【事例 18 《しまうまグルグル》 3 歳児】 



















































































































































































































そのテーブルにいた全員の幼児で 1 番の歌詞を何度か歌っていた。 
 








































































































































































いし、しばらく 3 人で「お化け～」を繰り返す。 






























































【事例 23 《かたつむり》 4 歳児・3 歳児】 





































【譜例 29 《かたつむり》 歌われた部分】 
 
② 対象児について 

























































【事例 24 《ドラえもんのうた》 5 歳児】 




















































































（A 幼稚園 2003 年 6 月 19 日 午前 10 時半頃 天気；晴れ） 
 
① 歌について 































































































































































                                                   
4 高橋（1993、p.19）は pretend play を単独の幼児の「ふり遊び」と呼び、複数の幼児が

































































































































































ズのまま先頭を飛び跳ねていく。   
































































【事例 27 《きらきら星》 4 歳児】 
















3 人で保育者を呼びに行く。         

















【譜例 33 《きらきら星》 歌われた部分】 
 
② 対象児について 




























































































































② 【事例 29 《バスごっこ》 4 歳児】 















うたろう「えー、××系統 A 駅ゆき 発車しまーす｣と言い、なおとと二人でかごを押
し、動かし出す。こうたろう「次は A 二丁目～ A 二丁目です」と言い、遊戯室の端に
かごを止める。ゆうきが「降ります！」と言ってかごから出る。かわりになおとが乗り
込み、今度はこうたろうとゆうきでかごを押す。ゆうき「次は B 駅前～B 駅前～」と言
い、またかごを速い速度で押す。なおと「降りません～降りません～」と言って笑う。
こうたろう「通過しまーす」と言い、かごを押しながら遊戯室内をぐるぐると回る。こ
うたろう「次は C 車庫～C 車庫～」と言い壁に寄せてかごを止める。⑨そこに置いてあっ
たカラーブロックを拾い、数個組み立てて、「これがバス停」と言う。   




























































































































































































に 3 番の歌詞を、2 人で顔を見合わせるようにして通して歌っていた（下線部⑦）。 
 


























































































































【事例 33 《チューリップ》《ハッピーバースデイトゥーユー》 4 歳児】 










































部⑩）、次のフレーズから残りの 2 人も唱和した（下線部⑪）。 
 
【譜例 39 ちほの《チューリップ》】 
 
【譜例 40 《ハッピーバースデートゥーユー》 歌われた部分】 
 
② 対象児について 













































【事例 34 《おでかけペンギン》 5 歳児】 





























































































































【譜例 42 たかふみの替え歌①】 
 















































【事例 36 《おにのパンツ》 5 歳児】 
5 歳児クラスにて。節分を控え、数人の幼児が室内で鬼の面づくりをしている。保育






















































































































































【譜例 45 《おすもうくまちゃん》 歌われた部分】 
 
② 対象児について 




























































注ぐ真似をしてあゆみに渡す。             
















































































































































































【事例 41《ゆりかごの歌》 3 歳児】 















（E 保育園 2013 年 2 月 22 日 午後 15 時半頃 天気：晴れ） 
 





























































































































味が生成されていくと指摘するように、歌も歌われるその 1 回 1 回の実践の中で、幼児自
身や幼児と他者との間で新たな意味をつくり出されていると言える。幼児とひととのかか




































































































































































































（Garvey, C. : Children’s Talk, William Collins Sons & Co. Ltd, 1984） 
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